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新中期経営計画(FY34～36)の重点施策
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予報精度No.1 & コンテンツ化による生産性向上
-世界最高品質の予報精度の追及-
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予報精度No.1 & コンテンツ化による生産性向上
-コンテンツ生産力の飛躍的向上
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Model
（予測エンジン）AI技術をベースにした開発チーム

WNI Forecast Center/WNI予報センター

Development
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WNI Forecast Center/WNI予報センター

66

予測エンジン・ツール開発チーム

五象に関する解析・予報チーム

～リアルタイム評価機能～
実況と予測を常に比較

気づき・改善提案

評価に基づくアルゴリズム改善、新規開発 他

評価に基づく文脈運営、解析業務 他
PRISM-MASTER/NOWCAST-Center

実装・改善

Development

Operation



気象予測ができるまで
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解析・予測 評価・分析

研究・開発

世界の公的機関の情報

①独自インフラの情報

②サポーターの感測

④AIを活用した独自の解析技術

➄独自観測も活用した
独自モデルとアンサンブル予測

➅予測技術者の知見の反映

➆24時間365日のサポーター
への影響をモニタリング

定量的評価に加え、感測と観測
を用いた独自の評価

オクラホマ大学、東京大学、
筑波大学と共同研究

観測・感測

③顧客ビジネスデータ
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独自気象レーダー：EAGLEレーダーの開発

WITHレーダーの後継機として開発
2021年より量産開始、日本及びアジアを中心にまず50台展開

■EAGLEレーダーの歴史
・2014年
オクラホマ大学と共同研究 / 開発

・2017年
Nanowave社と量産に向けた覚書を締結

・2019～2020年
試験観測実施

・2021年
量産開始、順次設置予定

観測範囲 スキャン速度 観測解像度

公共
気象庁 半径250km 360° / 5分 1000m

国交省 半径60km 360° / 1分 250m

WNI

独自

WITHレーダー 半径50km 120° / 6秒 100m

EAGLEレーダー 半径50km 360° / 5秒 30m

「WITHレーダー」は全国80ヶ所に設置し、
ゲリラ雷雨など局地的に発生する雲を監視

「EAGLEレーダー」は「WITHレーダー」
の後継機となる小型気象レーダーで、
WITHレーダーの利点を維持しつつ、
さらに高速スキャンが可能 オクラホマイノベーションセンターEAGLEレーダー



Copyright©Weathernews Inc.          

“Confidential”  

9

EAGLEレーダーの特徴

周囲を高速で観測できる機能により、雨雲・雪雲の解析に必要な、
雨雪分布やその動きの特徴を立体的に取得可能

局地的かつ高解像度の観測
● 山間部や谷筋といった、公共レーダーによる観測が困難なエリアの監視が可能
● 積乱雲等の観測を可能とする高解像度

高頻度の観測
● 急発達し強雨・強雪・突風・あられ等をもたらす積乱雲の解析を可能にする

独自観測のメリット：観測モードの自由な設定
● 現象に合わせて観測モードを設定し、積乱雲の構造解析を高度化する

EAGLEレーダーの観測範囲（半径50km）

EAGLEレーダー EAGLEレーダー

国交省レーダーの観測範囲（半径60km）

国交省レーダー
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雪氷作業の出動迅速化、雪氷機材の配置最適化に寄与
10

EAGLEレーダーで提供するコンテンツ

公共観測を用いるだけでなく独自観測も展開できるWNI
それぞれの観測の強みを生かした観測体制構築
観測データをフル活用したコンテンツの提供

公共レーダー
降雪をもたらす
可能性がある雪雲
の早期検知・追尾

EAGLE レーダー
公共レーダーで
観測困難なエリア
の雪雲を監視
詳細な雪雲構造の
解析

東北自動車道における活用イメージ



気象予測ができるまで
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解析・予測 評価・分析

研究・開発

世界の公的機関の情報

①独自インフラの情報

②サポーターの感測

④AIを活用した独自の解析技術

➄独自観測も活用した
独自モデルとアンサンブル予測

➅予測技術者の知見の反映

➆24時間365日のサポーター
への影響をモニタリング

定量的評価に加え、感測と観測
を用いた独自の評価

オクラホマ大学、東京大学、
筑波大学と共同研究

観測・感測

③顧客ビジネスデータ



気象解析・予測技術
COMPASS－メイン予測値と予測幅/ブレ幅－
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JMA-MSM/GSM

補正値

WNI:OWN2

補正値

ECMWF

補正値

NCEP-GFS

補正値

KMA-UM12

補正値

メイン予測値

WNI独自
マルチモデル
アンサンブル

各モデルの初期値・予測手法により、予測される結果は異なる。各モデル
の出力値を、格子点毎、地点毎に、統計計算を行う。各モデルの出力値を
加重平均したものがメインの予測値となる。各モデルの誤差が平均化され
ることにより、安定した精度向上につながる。
また、格子点毎、地点毎の予測値の頻度分布より予測幅を客観的に計算で
きる。 降水量多い場合 降水量少ない場合

予測幅/

ブレ幅

ある地点における気温の予測幅
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数値予報モデル
AI学習後
Pinpoint予測

気象庁
モデル

NOAA

モデル

KMA

モデル

ECMWF

モデル

WNI

OWN

気象庁
モデル

NOAA

モデル

KMA

モデル

ECMWF

モデル

WNI

OWN

COMPASS

機械学習を用いた
統計的補正

e.x. ニューラル
ネット

重回帰式
SVM 

etc…

予報技術者の知識を
ロジック化した
概念モデル補正
e.x. 関東の大雪(南岸低気圧）

フェーンによる高温化
海峡風の強まり
etc...

風速

気温

日射量

瞬間風速

AI Pinpoint学習システム

気温予測 最大瞬間風速
/Gust予測

COMPASS -独自AI補正について-



COMPASS-AI: 短期～長期予報

1414

AI技術を用いて、多数のアンサンブルメンバの中から必要なメンバのみ抽出することに
より、的確なブレ幅の表現は残しつつ、計算時間の短縮を実現。

抽出されたモデルの6日先の500hPa高度分布

Big data からAI(クラスター分析)を用いて代表モデルを抽出

EMA :  “Ensemble Models AI analysis engine” AIによる最適モデル抽出



台風情報解析、予報技術
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EMA :  “Ensemble Models AI analysis engine” AIによるTCモデル検索

- TCFCST

- Selected Model

- Model メンバー

Big dataから最
適モデルの検索
によるGSC見解
の反映

必要要素の補正

New TC Information



AIを利用した短時間降水予測 -AI RADAR900-

16

AI RADAR900

MLによる超解像

気象衛星を活用し困難な雨雲の再現が可能に
15時間先までの詳細な雨雲の予測

Rapid Update OWN ５km



高解像度風解析/都市気象モデル
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・局地気象モデル
・詳細地形データ
・高密度地上観測値(AMeDAS, POTEKA, SORATENA2)

⇒高解像度風解析値

Wind WBGT

超高解像度都市気象モデル
(5m解像度)

500m解像度風解析値



2020年予測精度評価結果 -降水捕捉率-
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＜評価方法＞
・評価要素

1mm以上の雨の捕捉率

・予測データ
当日5時発表の当日の天気

・正解値
アメダスで5時から24時の総降水量1mm以上

WNI：アメダス1297地点での予測で評価
JMA：府県予報で評価

（気象庁が評価点数を公開中）

降水捕捉率：JMAより13%高精度



航空気象へのAIの適用例
-VA (自動火山噴煙検知システム)-
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画像解析/機械学習による自動火山噴煙検知シス
テム
VAAC(気象局航空路火山灰情報センター)よりも
ACOS(WNI火山灰拡散予測)の
・早期発表
・更新頻度増加
が可能。
⇒圧倒的品質の向上を実現

解析フロー

検知例

AIがVAを検知
実際のVA



Copyright©Weathernews Inc.          

“Confidential”  

20

道路気象：AIによる越波の判定

画像認識
現場のスタッフが目視で監視している越波の発生状況を、AIを導入した画像解析技術を用いることで、
より効率的に発見する新たなシステムを開発中（実証実験段階）

DLカメラ：越波認識

AI

DL

DL

DL

DL

動き推定

海面認識 越波認識

海岸波認識 シーン認識

波状態の分類波状態監視カメラ
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航海気象：AIによる航路選定（AI routeing）

無人運航船プロジェクト

出典: 海事新聞 2020年10月26日

航路データベース

気象パターン分析 船舶性能解析

航海計画の自動作成

（例：東京 ー 神戸）
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エネルギー気象：電力需要予測

出典：2020年6月23日 電気新聞
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防災気象：防災チャットボット

一人ひとりの状況に合わせた

対話で必要な情報を収集・提供

家の近くまで道路が浸水して
います。おそらく南部地区の
方にも広範囲に広がっている
ようです。

国の防災情報ネットワーク基盤”SIP4D”

気象情報と災害情報の重ね合わせ

AIが災害情報を
自動分析・集約

避難所の満空状況予測

防災チャットボット”SOCDA”

あなたのいる場所は、土
砂災害の危険があります。
今すぐ●●小学校に避難し
てください。

開設されている
安全な避難所を推薦

近く●●小学校が避難所とし
て開設されました。

●●公民館が混雑してきそうなの
で、△△ホテルを臨時避難場所
として開設します。

△△ホテルなら空いてそうなの
で、そこに避難します。
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防災チャットボット：全国的な災害対応の基盤を目指して

AI防災協議会*  平井卓也衆議院議員
（デジタル改革担当大臣）の講演の様子

防災のデジタルの柱の1つとして

各省庁等からも期待
すでに自治体での災害対応で活用

内閣官房「世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ
活用推進基本計画」p.

国土交通省や厚生労働省

とも連携して実証実験を実施

*AI防災協議
ウェザーニューズとLINE社が中心となって設立。産官学が一丸となって
SOCDAの社会実装を推進。

2019年台風19号

内閣府「防災×テクノロジータスクフォースとりま
とめ」p.

三重県、広島県等はすでに運用開始
台風や水害の被害をいち早く収集し対応

導入・実証実験実績

福島県南相馬市、茨城県、千葉県、神奈川県、神奈川県鎌倉市、静岡県下田市、長野
県、長野県佐久市、三重県、三重県伊勢市、兵庫県神戸市、兵庫県伊丹市、岡山県倉
敷市真備町、広島県、香川県高松市、徳島県、宮崎県日向市、豊洲スマートシティ、
JR東日本モビリティ変革コンソーシアム 他
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防災チャットボット：民間企業の支援

企業の防災を支援 企業の被災者支援をサポート

店舗の被害状況を教え
てください。

無事

被害を受けたが営業可能

営業できないほど深刻な被害

店舗の被害状況や
従業員の安否を収集

問題のある店舗やエリアを把握

被害を受けたが営業可能・無事

営業できないほど
深刻な被害

被害を受けたが営業可能・無事被害を受けたが営業可能・無事被害を受けたが営業可能・無事

●●●●

●●●●

民間が持つ情報をチャットボットで案内

自治体からは案内できない

保険などの情報

営業している店舗や

在庫物資の情報



WNI予報センター/WNI Forecast Center
- WNIが目指す世界最強の予報技術 -

世界中から集まるすべての感測・観測
データを用い、独自の技術により同化・予測

五象における世界最強の
コンテンツメーカーを目指します
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